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未来ある子どもたちの教育に貢献

～平成 22 年度荒尾市三光育英会奨学金交付式～

ARAO CityTown Topics

ま ち の 話 題

梨と桜の花を愛でながらウォキング！
～第８回あらお梨の花元気ウォーク～

花々をめでながら優雅な茶席

～牡丹茶会～

　
　
　

奨
学
生
12
人
を
代
表
し
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
國
武
大
和
さ
ん

（
有
明
高
等
専
１
年
）
。
希
望
と
決
意
に
満
ち
た
真
摯
な
表
情

　
　

１　

歩
く
前
に
準
備
運
動
。
念
入
り
に
！　

２　

右
手
に
梨
の
花
が
満
開
。

笑
顔
も
満
開
で
歩
く　

３　

桜
咲
く
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
。
薄
紅
の
花
の
下

で
、
だ
ご
汁
と
景
色
を
楽
し
む

▲

　
　

１　

肩
の
こ
ら
な
い
茶
会
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た　

２　

当
日
は
多
く

の
牡
丹
が
咲
い
て
い
た
。
花
の
色
と
大
き
さ
に
感
嘆
の
声　

３　

お
菓
子
の
あ

と
の
お
茶
は
、
ち
ょ
っ
と

（？
）
に
が
い
！

▲
▲

　

４
月
２
日

（
金
）
、
市
長
公
室
で
荒
尾
市

三
光
育
英
会
奨
学
金
交
付
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
奨
学
金
は
、
昭
和
34
年
に
当
時

の
三
光
化
学
株
式
会
社
社
長
の
故
安
田
理
雄

氏
か
ら
、
奨
学
資
金
寄
付
の
申
し
出
を
受
け

て
同
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
育
英
会
奨
学
生
は
、
本
市
在
住
で
高
校
・

高
専
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
各
中
学
校
長
の

推
薦
生
徒
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
、
毎
年
度
４

人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
同
社
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
240
人

の
奨
学
生
が
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
３
日

（
土
）
、
あ
ら
お
梨
の
花
元
気
ウ

ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
600
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
コ
ー
ス
沿
い
に
は
、

梨
の
花
と
と
も
に
桜
や
菜
の
花
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
お
よ
そ
10
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
元
気
に
歩
き
、
季
節
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
中
継
地
の
ふ
る
さ
と
自
然
公
園

で
は
、
だ
ご
汁
の
配
布
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
手
作
り
の
だ
ご
汁
を
食
べ
て
休
憩
を
取
り

ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
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４
月
11
日

（
日
）
、
宮
崎
兄
弟
生
家
施
設

で
牡
丹
茶
会
が
行
わ
れ
、
約
160
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
牡
丹
と
と
も
に
桜
も

ま
だ
見
ご
ろ
で
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
、
茶
席
で
は
和
や
か
に
心
づ

く
し
の
お
も
て
な
し
を
楽
し
み
、
庭
で
は
色

と
り
ど
り
の
大
輪
の
牡
丹
と
、
桜
の
あ
る
風

景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

宮
崎
兄
弟
の
生
家
の
庭
に
は
お
よ
そ
50
本

の
牡
丹
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
大
輪
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
毎
年
、
４
月
い
っ
ぱ
い
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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新 し い 季 節 、 い よ い よ ス タ ー ト ！
～荒尾海陽中学校 開校式と市内小・中学校で入学式～　

▲桜山小学校の入学式の様子。
すこし緊張した表情の新一年生

雨の中でもたのしく安全に初登校
～春の交通安全週間　新入学生タッチ運動～

　
　

傘
を
さ
し
な
が
ら
の
初
登
校
を
安
全
に
サ
ポ
ー
ト
。
歩
行
者
も
運

転
者
も
、
常
に
交
通
安
全
を
心
掛
け
た
い
も
の

▲

ま
ち
の　

わ
だ
い

　

４
月
に
100
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
、
瀬
﨑
ミ
ド
リ
さ
ん
と

福
島
ス
エ
コ
さ
ん
。

　

３
月
30
日

（
火
）
、
前
畑
荒
尾

市
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
二
人
は
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に

囲
ま
れ
、
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
訪

問
の
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

福島スエコさん
（中央北区）

瀬﨑ミドリさん　
（井川口区）　

　

４
月
12
日

（
月
）
、
新
入
生
の
初
登

校
に
あ
わ
せ
、
警
察
署
な
ど
の
関
係

機
関
団
体
に
よ
る
保
護
誘
導
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
緑
ケ
丘
小
学
校
近
く
の

交
差
点
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
人

と
と
も
に
、
市
長
と
警
察
署
長
が
初

登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。
雨
が
降
る

な
か
で
の
初
登
校
に
、
一
年
生
は
少

し
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
登
校

を
見
守
る
大
人
の
あ
い
さ
つ
に
元
気
に

応
じ
な
が
ら
、
上
級
生
と
い
っ
し
ょ
に

登
校
し
ま
し
た
。

100 歳

おめでとう

ございます

　

４
月
８
日

（
木
）
、
市
内
各
小

・

中
学
校
で
は
始
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
本
年
度
開
校
し
た
荒
尾

海
陽
中
学
校
で
は
、
始
業
式
の
前

に
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
の
後
の
校
旗
授
与
で
は
、
前

畑
市
長
か
ら
馬
場
陽
一
校
長
に
、

重
厚
な
刺し

し
ゅ
う繍

を
施
し
た
新
し
い
校
旗

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
式
の
最
後
で

は
海
陽
中
学
校
の
校
歌
が
、
初
め
て

公
で
斉
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
尾

・
玉
名
地
域
で
目
標
と
さ

れ
る
学
校
を
目
指
し

「
希
望
と
創

造
」
を
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
て
、
海
陽
中
学
校
の
歴
史
が
幕

を
開
け
ま
し
た
。

　

４
月
９
日

（
金
）
に
は
、
午
前
中

に
小
学
校
で
、
午
後
に
中
学
校
で
そ

れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桜
山
小
学
校
で
は
、
名
前
を
呼

ば
れ
た
新
一
年
生
が
手
を
挙
げ
て

元
気
よ
く
返
事
を
し
、
在
校
生
や

先
生
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
日
に
開
校
式
を
終
え
た
海
陽

中
学
校
で
は
、
旧
一
中

・
旧
二
中

の
制
服
姿
の
在
校
生
と
、
真
新
し
い

海
陽
中
学
校
の
制
服
を
身
に
着
け

た
新
入
生
が
一
堂
に
会
し
、
と
も

に
新
し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

●
本
年
度
の
入
学
者
数

　
　
　

小
学
校　

487
人

　
　
　

中
学
校　

460
人

▼海陽中学校の入学式の様子。
新しい制服で、 晴れやかな表情

▼海陽中学校開校式の様子。
校歌斉唱も高らかに

　　校旗授与の様子。 高く掲げら
れた真新しい校旗は紫紺

▼


